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ナイスな勉強会・・・・「ちょっとした疑問」 
日頃なにげに過ぎてしまうけど、本当の事を知りたいな～って考えてしまうことはありませんか？ 

今回、疑問に思うことを取り上げてみました。調べてみないことには、真実は分かりませんのでアシカラズ・・・。 

≪お雛様にちなんで・・・≫ 

★三人官女の真ん中の人、眉毛がないっ！？ってなんで？？ 

★お雛様の顔、関西では目の大きなふっくら美人・関東では切れ長の目の高貴風美人って本当？ 

★雛人形って厄除け人形なの？女の子のお祝いじゃないの？？ 

★三色団子の色の順番って決まっているの？ 

★桜餅の葉っぱが食べられるように作られたのはなぜ？ 

≪その他 いろいろ・・・≫ 

★ 魚介類の カイ は、なんで 貝 じゃないの？ 

★ 金のシャチホコはどっちが雄でどっちが雌なの？（今は愛知万博のために出張中とのこと） 

★ 女の病気と言われ続けた“便秘”。男にも増えてきたって本当かなぁ？ 

★ 転んだとき、とっさにつく手は右・左のどちらかな？ 

★ 寝坊した時、直立不動になるのはなぜだろう・・・？（あるスタッフのみですが・・。） 

★ （嫁としては、）この地域の人から物事を頼まれる時、なんで最後に「○○しといてちょーだいよ。えか！！」 

とぶっきらぼうで強制的な言い方なんだろうね。 

次回のナイスな勉強会・・・「連携」 

月 火 水 木 金 土 日 

１０名 ７名 １０名 ６名 ９名 １０名 ７名

デイ･サービス利用状況（定期利用者数）

私のおかあさん  ～第３章～  

父と姉が名古屋、２人の兄は奉公先、それぞれの生活が落ち着き始めた頃から、岐阜で母と４人の子供達で過

ごす生活が少しずつ豊かなものになってきました。 

テレビ・洗濯機などの電化製品も、ご近所の中では早い時期に入ってきました。（父と兄と姉が一生懸命働いて

お金を出し合って買ってくれたのです。） 

特に目立ったのはテレビです。近所の子供たちが集まってきてみんなで観ていました。もちろん、何かあって壊さ

れてはいけないので、手が届かないようタンスの上に置いてあったのを覚えています。 

洗濯機は、当時はやり（？）の “ハンドルをまわしてしぼるタイプ” のもの。 

全自動洗濯機もしくは、二層式洗濯機しか知らない人には考えられないかもしれませんが、あの当時には、とっ

ても画期的な機械として話題になったものです。それまでは全て手で洗濯していたので、母は随分楽になりました。 

そんな頃、母の信仰が一段と深まり、「お寺へお参りに行くのが楽しみなのよ」と、よく話していました。 

子供（私達）を「あんたたちは仏様の子なのよ。」と言い、一緒にお寺へ連れて行くようにもなりました。 

私達はお寺で、お坊様の法話を聞いたり、手をあわせてお参りをしていました。（私はまだ小さかったため何をお

参りするのか良く分からず、お参りしている様子を真似ただけでした。） 

子供心にとっても恐かったのは、死の先の地獄絵のマンガ本を読んだことでした。 

『あんなに恐いところ（地獄）には絶対に行きたくない！！！』と母に話すと「悪い事をしなければいいの。悪い事

をすると、死んじゃった時、えん魔様に“地獄へ行け”って言われるからね。」と何度も聞かされていました。 

母も私も他の３人の子供達も地獄へ行きたくなかったので、母と一緒に信仰の色々な

行事に参加しました。 

月に何回かはお坊様の法話を聞きに出掛けました。 

お寺では、お釈迦様に甘茶をかける“お花祭り”という行事や、信者さんの一人一人の頭

上にお経本と数珠を持った手をかざし、何やらブツブツと唱えてる行事などがありました。

他にも、信者さんが集まってそれぞれの家でお経を上げたり、各家庭の玄関でお題目を上

げ、その際にお米やお賽銭をいただいたりすることにも参加した記憶があります。 

こうした行事に連れて行ってもらったおかげで、母から言われた『徳を積みなさい』という

言葉や、良いことと悪いことの区別などを自然に理解するようになってきたのではないかと

思います。        

※今年からこのコーナーを担当するようになり、昔を思い起こすほどに、信仰の善し悪しは別として、『人としての基

本的な考え方（道徳心）はこの頃にきちんと培われていたんだなぁ』と、今さらですが、感謝の気持ちでいっぱいです。）

注：このコーナーに掲載される話は全

てスタッフの家族の実話です。

介護保険の改革で新設される制度として注目を

浴びている“小規模多機能ホーム” 

 今まで行なってきたこと全て（ヘルパー+デイ+お

泊り）が当てはまり、なおかつ、お泊りが介護保険

で利用してもらえるようになるなんて・・・！！ 

申請条件の詳細が未定の（発表されていない）た

め今はまだ動きが取れませんが・・・、それでも、ケ

アマネージャーさんから「時期がきたら申請して

ね！使いたい利用者さんは待ちに待ってるよ！」と

聞き、今できることから準備しようと考えています。

住み慣れた地域の中で、そして、自分たちが年老

いたときにも、ここでだったら生活してもいいなと思

える場所を整えていきたいとスタッフ一同話し合っ

ています。夢は膨らむばかりですね。（Ｈ） 

編 集 後 記 

～サイコロ～ ゲームを行なう時に

使用するサイコロをボ

ランティアさんが手作

りしてくれました。カラ

フルでめちゃめちゃ可

愛いサイコロです♪♪

スタッフの独り言・・・ 

こんにちは。昨年９月から看護師として働いているＴ

です。病院での看護師勤めの後、結婚。今は子育て

真っ最中。 

私は、主にナイス･デイでの業務に就いています

が、介助やレクリエーションの業務うんぬんもさること

ながら、利用者さんと自分との関係の中で自分なりの

調和が図れず、いまだに慣れずにおります（涙・・・。） 

看護師として、いえいえ、仕事をするという感覚は約

１０年ぶりのこの私が「介護」という新しい道に足を踏

み入れました。とても大変です。何が？と問われると

全てです。仕事のブランク・記憶力の低下・新しい事を

吸収する力。勘を取り戻すことのないまま月日が過ぎ

ています。  先輩スタッフさんが言っていました。 

「自分達は利用者さん達の元気を引き出す立場だと

思うから、何よりもまず自分たちが 

元気じゃないといけないと思うよ！」 

悩み多き私にはとてもまぶしく

素敵な言葉でした。遠い道のりか

もしれないけれど、私も素直に同

じ言葉をいえるようになりたいと思

っている Ｎ・Ｔ でした。 
なんだか恥ずかしいな

ホー  ホケキョッ♪♪ 

春はあけぼの・・・で、気候は

良くなってきたけど、遠くを見

るとイマイチ空気が澄んでな

い今の時期。それでも、お出

掛けが多くなってきたよ！！ 
矢合観音の植物即売の花たち 

おいしいお水

を汲むため

に。エンヤコ

ラサッサ～ 

みんな乗ったぁ～？

ジャンバーは 

いらんかった

か・・・。 

ナイス･デイ初の 

七段飾りのお雛様


